




巻頭言

校長竹下文則

本校は、大正9年創立、「質実剛健」を建学の精神とする学校であり、2020年の東京オ

リンピック・パラリンピック開催年に百周年を迎えます。平成21年に県立中学校が併設さ

れ、現在、中学1年生から高校3年生までの947人が学んでいます。平成25年度から文部

科学省のスーパーサイエンスハイスクール(SSH)の指定を受け、「夢．未来の種まきプロジ

ェクト」と称して、SSH｢LOGIC」をキーワードに5つの思考（「論理的」「客観的」「グ

ローバル」「革新的」「創造的」）のタネまきを始めました。生徒の創造力、探究心及び

論理的思考力を育み、生徒の持っている多様な才能を最大限引き出すきっかけづくりをし

たいと考えています。SSHの研究開発では中高一貫教育校として6年間を通した3つの柱、

①【理数教育の教育課程の開発】②【科学的探究活動を行うプログラムの開発】③【グロ

ーバル教育の研究開発】に取り組んでいます。

さらに、本校は、SSH事業に深く関連するグローバルリーダー育成プロジェクト(GLP)を

3年前から始動し、生徒の海外派遣、交流等を支援し推進しています。

本年度は、国内の各種学会への参加のほか、9月にはインドネシアのスラバヤエ科大学

で開催された第10回国際先端科学技術学生会議(ICAST)に参加し、3年スーパーサイエン

ス(SS)コースの生徒が課題研究について発表をしました。加えて、10月には韓国の盆唐中

央高校の理科研究発表会に2年SSコースの生徒が参加し、発表をしました。発表の体験と

ともに海外の同年代の生徒と交流できたことは、本校生徒にとって大きな刺激となり、学

びの多い体験となったと感じています。

また、部活動等では、県の科学研究物展示会で物理班が県知事賞、日本学生科学賞の県

審査会で科学部MRI班が優秀賞を受賞して県代表に入るなど、各種コンテスト等で活躍を

しています。

さて、本年度は、7月にSSH事業の一期生である3年生の課題研究成果発表会を開催し

ました。本格的な課題研究に着手して2年目であり、まだまだ、工夫改善をしていかなけ

ればならない状況ですが、高校3年までの事業の形が一応整いました。8月のSSH指定3

年目のSSH生徒研究発表会では、科学部物理班の「凸レンズの研究」が最高賞の文部科学

大臣表彰を受賞し、生徒の研究姿勢、発表等、総合的に高い評価をいただきました。この

1月に、本年度の研究成果発表会を開催し、中学校3年生の課題研究発表と科学部の研究

に関する卒業生を招いたリレートークを新たに企画し、実施しました。いずれの発表会で

も、堂々と発表する生徒と、発表に対して積極的に質問をする生徒の姿が随所に見られ、

発表者とフロアの生徒が一体となった活気ある発表会となっているのを実感しました。本

年度の卒業生の進路決定においても、SSH事業における体験が大いに活かされ、成果を収

めています。SSH事業の研究成果の手応えを感じており、「生徒の学びの質に変化を促す」

実践機会として、SSH事業に取り組むことができることは、本校にとってこの上もない喜

びとするところです。

ここに、本年度の事業報告をまとめさせていただきました。本年度はSSH事業の中間評

価の年であり、12月に中間評価のヒアリングを受けもこの3月には、評価結果をいただき、

次の取組への課題等も見えてきました。これまでの取組を振り返り、中間評価結果を踏ま

えて、所期の目的が達成できるよう改善を図り、事業の充実・発展を期したいと考えてい

ます。御高覧いただき御教示いただければ幸甚に存じます。

結びに、SSH事業推進に御指導、御助言を賜りました科学技術振興機構(JST)並びに運

営指導委員、県内外の大学及び研究所、所管の本県教育委員会の皆様方に心から御礼を申

し上げます。今後とも、更なる深化のために御指導と御助言をお願いいたします。




















































































































































